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 LGBTQ+についてまとまった話を聞くのは初めてでしたので、たいへん参考になりました。genderとsexualityの違いやそれら
の多様性についてのお話が印象に残りました。今日のお話から得られた知識を前提に、学生への対応をしていきたいと思いま
す。

 LGBTQといってもかなり多様で単純に分類できないこと、本人の意思を尊重し、差別や偏見を知らず知らずのうちに植え付け
ない教育をすることの大切さを学べて勉強になりました。

 大学内にマイノリティ学生のセーフティゾーンを作ることの重要性を強く感じ、そしてその方法は、まずは今日のセミナーの
ように、性自認と性的指向性の違いなど、基本事項の理解が土台になると思いました。

 いくつかのマイノリティーの方に関する研修を受けたことがあります。その中にはマイノリティーの方の希望に答えることは、
別の観点から難しいと感じるものもありました。今回のご講演で紹介された対応は、全て現実的なものであると感じました。

 ディスカッションで、他の方の考えを知ったり自分の考えを述べられたのは良かったです。私は兼任講師で普段は他大学に所
属しており、オンライン開催であったおかげで参加がしやすく、貴重な機会を得られました。

 大学の教員をされている先生から、大学での取り組みや学生からの相談内容などを聴くことができたことが良かったです。法
政大学ではどういう状況であるか、も知りたかったです。興味の薄い先生方もいらっしゃると思いますので、そこまで認識を
上げていくためには、全員が受けられる研修などがあると良いのではないでしょうか。

 具体的なケースを考えてくださった点が参考になった。印象に残った点は、小さいころからどのようなことに遭遇しているの
か、長期的な視点でみることを示してくださったところである。ないものねだりではあるが、質疑応答の時間がもっとあれば
よかった。個人的には、閉会の挨拶でも触れられたように、親御さんとどのように対応すべきなのかということがもっと知り
たかった。

12月2日（金）に2022年度第2回FD教員セミナー「LGBTQ等学生への配慮 -教室の現場は何ができるか- 」をオンラインにて開
催しました。本セミナーは、教育開発支援機構 教育開発・学習支援センターとダイバーシティ推進委員会の共催にて実施し、
「HOSEI DIVERSITY WEEKs 2022」のプログラムの一つとして開催されました。
鳴門教育大学教授で、性的マイノリティの支援活動を行っているSAG徳島代表の葛西真記子氏が登壇し、教室の現場における

LGBTQ等学生への配慮について講演いただきました。セミナーの終盤には少人数のグループに分かれてワークショップを行い、
参加者同士の見解を共有する有意義な機会となりました。
＜参加者数：71名（大学専任教員24名／大学兼任講師44名／

中高専任教諭1名／その他2名）＞

本イベントでは、教育開発・学習支援センター長の山本兼由・生命科学
部教授による開会挨拶のあと、葛西真記子・鳴門教育大学教授による講演
が行われました。
前半は「性的指向および性自認を理由とするわたしたちが社会で直面す

る困難のリスト（LGBT法連合会作成）」等も参考に基本的な知識の講義
があり、その後は鳴門教育大学で行われている取り組みやLGBTQ等学生か
らの具体的な相談内容、実際に起こった事例等が紹介されました。また、
相談内容及び事例と併せ、それぞれの対応方法についても紹介されました。
終盤のブレークアウトルームを用いたワークショップでは、講演内容を踏
まえた活発な意見交換が行われました。
最後に、全体の総括及び閉会挨拶をダイバーシティ推進委員会委員長の

横内正雄・経営学部教授よりいただきました。

 大学講師として学生の前に立つうえで、大変重要な講習でした。知
識があるとないとでは、場面場面での気づきが違うと思い、今後、
より人権意識を高めて教室を運営できると思います。また、ブレー
クアウトセッションで様々な先生方と話すことができ、とても嬉し
く思いました。ありがとうございました。


